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研究 (1) では有界領域での境界値問題を考える O 境界上にデイリクレデータを与え、解のノイマンデー



























究は 1950年代以来盛んに研究されてきた。特に 1980年代後半に示された一つのエネルギーに対応する S行
列からポテンシャルを再構成する手順は大きな成果である。最初 3次元以上で示されたこの結果を 2次元に
拡張するには非常に時間がかかり、 20年後の 2000年台後半にやっと示された。対応する離散モデルに対し
ては全く研究がなされていなかったが、森岡氏は全く同様の結果が離散シュレーデインガ一方程式に対しで
も成立することを示した。如実なことは空間次元には全く影響されず、2次元以上において統一的なアイデイ
アで議論が進むことである。さらに証明は構成的であり、 S行列からポテンシャルを計算するアルゴリズム
も与えられている。証明の中で (2)におけるレリッヒ型の定理が本質的な役割を果たしていることも極め
て印象的である。
以上のことから森岡氏の研究は真に学位に値すると結論される。
審査の結果の要旨
与えられたシュレーデインガ一作用素のスペクトルに関連にした量から元のシュレーデインガ一作用素を
定める問題を逆問題という。本論文は正方格子上の散乱の逆問題において一つのエネルギーに対する S行列
からポテンシャルを再構成できることを初めて証明した独創的なもので、ある。離散シュレーデインガ一作用
素の逆問題の研究は困難であり、 1次元の場合を除いてほとんど存在しない。本論文では正方格子を扱った
が、他にもカゴメ格子等の重要な例がある。また、磁場の問題、格子欠損の問題等、摂動項のみならず格子
構造そのものを問う逆問題も重要である。近年グラフ上のラプラシアンのスペクトル問題が発展しつつある
が、多くはスペクトルの決定、窟有値の計算等にとどまり、完全な逆問題を扱う仕事はまれである。本論文
は物理学における基本的な問題に対して逆問題の解決をもたらしたという点で大きな意義があり、格子上の
逆散乱問題研究に大きなインパクトを与える重要な論文と考えられる。
平成 25年2月14B、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によづて、合格と
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判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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